
36広報とよおか 2016（平成28）年11月号　 36

2016（
平
成
28）年

11月
号
／
10月

25日
発
行

■
編
集
　
豊
岡
市
秘
書
広
報
課

　
〒
668-8666兵

庫
県
豊
岡
市
中
央
町
２
番
４
号

　
☎
0796―23―1114　

FA
X
24―1004

■
振
興
局
　
　
　
　
　
城
崎
☎
32―0001　

竹
野
☎
47―1111

　
日
高
☎
42―1111　

出
石
☎
52―3111　

但
東
☎
54―1000

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.city.toyooka.lg.jp

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.258

　

第
71
回
国
民
体
育
大
会
水
泳
競

技
大
会
で
、
少
年
男
子
A
4
0
0

ｍ
自
由
形
と
8
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ

レ
ー
で
1
位
に
な
っ
た
の
が
澁
谷

鉄
人
さ
ん（
報
徳
学
園
高
校
3
年
）

で
す
。「
自
由
形
は
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

を
出
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。

リ
レ
ー
は
高
校
1
年
生
か
ら
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
や
っ
て
き
て
、
最
後

に
優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
」と
大

会
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

姉
の
影
響
で
3
歳
か
ら
水
泳
を

始
め
た
澁
谷
さ
ん
。「
水
が
相
手
な

の
で
、
力
任
せ
だ
け
で
は
勝
つ
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
っ
か
り
と
し

た
フ
ォ
ー
ム
を
作
れ
ば
小
さ
な
体

で
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
」と
水

泳
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

　

練
習
で
は「
し
っ
か
り
と
自
分

を
追
い
込
む
こ
と
と
、
フ
ォ
ー
ム

を
崩
さ
な
い
こ
と
」を
意
識
。「
家

族
や
コ
ー
チ
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
な

ど
、
周
り
の
人
の
応
援
に
支
え
て

も
ら
っ
て
い
る
」と
感
謝
し
ま
す
。

豊
岡
で
水
泳
を
し
て
い
る
子
ど
も

に
は「
楽
し
み
な
が
ら
泳
ぐ
の
が

1
番
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
「
今
の
自
分
に
満
足
せ
ず
に
、

も
っ
と
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取

り
た
い
！
」と
4
年
後
の
ひ
の
き

舞
台
に
向
け
、
泳
ぎ
続
け
ま
す
。

国体水泳競技で１位!!
東京オリンピックで金メダルを目指して

澁
しぶ

谷
たに

鉄
てつ

人
と

さん（18歳）日高町観音寺

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲スタンプラリーの賞品｢木なりバナナ｣をもぐ参加者

第１回ＫＡＫＥＨＡＳＨＩ収穫祭
城崎に眠る｢食｣をおいしく、楽しく紹介！

▲200ｍにも及ぶ大行列の練り歩き

　市内各地で秋祭りがたけなわの10月９日、鶴岡
区（日高地域）では、４年に１度、区民が総出で参
加する鶴岡大

たい

祭
さい

本
ほん

宮
みや

が開催されました。
　江戸時代から続くとされる井田神社の秋祭りで、
例年は、大神楽と子どもだんじりを奉納していま
す。大祭ではそれらに加え、大太鼓や神

み

輿
こし

、囃
はや

子
し

、
稚児行列、屋台など、300人の行列が区内を練り
歩き、４カ所の御旅所では、子どもの手踊りや獅
子舞などが披露され、観客からは大きな拍手が送
られました。
　実行委員長の阪根一郎さんは｢心で受け継いで
きた伝統の祭り。区民の心を一つにし、子どもた
ちにもつなげていきたい｣と話していました。

鶴岡大祭
心で受け継いできた伝統の祭り

　10月１日、上山区（城崎地域）などで｢第１回Ｋ
か

ＡＫ
け

ＥＨ
は

ＡＳＨ
し

Ｉ収穫祭｣が開催されました。
　少子高齢化で区の維持が困難になりつつあるた
め、区同士が連携してコミュニティを盛り上げて
いく必要があると考え、手始めに、地元の豊かな
農産物を活用した収穫祭を行おうというのが開催
のきっかけでした。
　ホンモロコ釣りやブドウ狩り、シイタケの収穫
体験など、子どもから大人まで楽しめる内容で、
終日、多くの家族連れでにぎわいました。
　収穫祭を主催したＫＡＫＥＨＡＳＨＩ会長の田
中一郎さんは｢これからもイベントを通じて、地
域の活性化と絆を深めたい｣と期待を込めました。


